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犯罪や非行を防止し犯罪や非行を防止し、、
立ち直りを支える地域のチカ立ち直りを支える地域のチカララ

スプレー缶類は、中身を使い切ってから、不燃ごみの袋とは別に出しましょう
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　「社会を明るくする運動」は、全ての国民が、犯罪や
非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を
深め、犯罪や非行の無い明るい社会を築こうとする全
国的な運動です。
　今年の行動目標は、「犯罪や非行をした人たちの立
ち直りを支え、さらに犯罪や非行に陥らないよう地域
社会で支えるため、地域の理解の促進、就労・住居な
どの生活基盤づくりを進めよう」です。
▶７月は強調運動期間～市内での取り組みを紹介
①ふれあいステージ
a７月７日㈯午前１０時～正午b七生中d小・中学生に
よる吹奏楽および合唱、日野警察署による防犯トーク
など、出演…七生中、二小、南平小
②作文コンテスト
　小・中学生に、この運動の理解を深めてもらうこと
を目的に作文コンテストを実施しています。
l保護司会日野分区（土方緯５８１－７５５５）、市総務課
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　 新 しい 制  度 では、 外  国  人  登  録  制  度 が 廃  止 され、
あたら せい ど がい こく じん とう ろく せい ど はい し

 外  国  人 
がい こく じん

 住  民 は
じゅう みん

 住  民  基  本  台  帳  制  度 の
じゅう みん き ほん だい ちょう せい ど

 対  象 とな
たい しょう

り、 日  本  人 と 同  様 に 住  民  票 が 作  成 されます。
に ほん じん どう よう じゅう みん ひょう さく せい

　すでに、 外  国  人 の 皆 さまへ 仮  住  民  票 を 発  送 しましたが、 記  載  内  容 の 確  認  後 、その
がい こく じん みな かり じゅう みん ひょう はっ そう き さい ない よう かく にん ご

 内  容 が 住  民  票 に 移  行 されます。
ない よう じゅう みん ひょう い こう

　なお、 記  載  内  容 に 変  更 がある 場  合 には、 旅  券 （ 発  給 を 受 けていない 場  合 は 不  要 ）、
き さい ない よう へん こう ば あい りょ けん はっ きゅう う ば あい ふ よう

 外  国  人  登  録  証  明  書 を 持  参 し、 本  人 または 同  居 の 親  族 の 方 が 市  役  所 １ 階  市  民  窓  口  課 で
がい こく じん とう ろく しょう めい しょ じ さん ほん にん どう きょ しん ぞく かた し やく しょ かい し みん まど ぐち か

 手  続 きをする 必  要 があります。 戸  籍  謄  本 などの 書  類 が 必  要 になる 場  合 もありますの
て つづ ひつ よう こ せき とう ほん しょ るい ひつ よう ば あい

で、 事  前 にお 問 い 合 わせください。
じ ぜん と あ

　また、 今 お 持 ちの 外  国  人  登  録  証  明  書 は、 新  制  度  開  始  後 も 一  定  期  間  有  効 ですが、 在 
いま も がい こく じん とう ろく しょう めい しょ しん せい ど かい し ご いっ てい き かん ゆう こう ざい

 留 カードまたは 特  別  永  住  者  証  明  書 に 切 り 替 えが 必  要 です。
りゅう とく べつ えい じゅう しゃ しょう めい しょ き か ひつ よう

　なお、 在  留 カードの 申  請  窓  口 は、 入  国  管  理  局 、 特  別  永  住  者  証  明  書 の 申  請  窓  口 は 市 
ざい りゅう しん せい まど ぐち にゅう こく かん り きょく とく べつ えい じゅう しゃ しょう めい しょ しん せい まど ぐち し

 役  所  市  民  窓  口  課 ですのでご 注  意 ください（ 下  表  参  照 ）。
やく しょ し みん まど ぐち か ちゅう い か ひょう さん しょう

　 住  所  変  更 は 新  住  所 を 定 めてから１４ 日  以  内 に 在  留 カード、 特  別  永  住  者  証  明  書 また
じゅう しょ へん こう しん じゅう しょ さだ か い ない ざい りゅう とく べつ えい じゅう しゃ しょう めい しょ

は 外  国  人  登  録  証 を 持 って、 市  役  所  市  民  窓  口  課 で 手  続 きをしてください。 他  市 に 転  出 
がい こく じん とう ろく しょう も し やく しょ し みん まど ぐち か て つづ た し てん しゅつ

する 際 は、 転  出  届 および 転  入  届 が 必  要 です。
さい てん しゅつ とどけ てん にゅう とどけ ひつ よう

l 市  民  窓  口  課 
し みん まど ぐち か

▶ 新 しく 住  民  基  本  台  帳  制  度 の 対  象 となる 外  国  人 の 方 
あたら じゅう みん き ほん だい ちょう せい ど たい しょう がい こく じん かた

煙３カ 月 を 超 える 中  長  期  在  留  者  煙 一  時  庇  護  許  可  者 または 仮  滞  在  許  可  者 
げつ こ ちゅう ちょう き ざい りゅう しゃ いち じ ひ ご きょ か しゃ かり たい ざい きょ か しゃ

煙 特  別  永  住  者  煙 出  生 または 国  籍  喪  失 による 経  過  滞  在  者 
とく べつ えい じゅう しゃ しゅっ しょう こく せき そう しつ けい か たい ざい しゃ

 外  国  人  住  民 の
がい こく じん じゅう みん

 皆 さまへ
みな

住基カードが転出先でも継続して使えます
　７月９日㈪からの改正住基法の施行により、日野市から市外へ引越しすると使え
なくなっていた住基カードが、所定の手続きを行うと、継続して使えるようになり
ます（廃止済カードを除く）。
　ただし、公的個人認証（電子証明書）は、住所異動に伴い失効しますので、住基カー
ドの継続手続きとは別に新規申請が必要です。詳細は、お問い合わせください。
l市民窓口課、七生支所

 手  続 ・ 問  合 せ 先 
て つづき とい あわ さき

 現  在 お 持 ちの 外  国  人  登  録  証  明  書 の 有  効  期  限 
げん ざい も がい こく じん とう ろく しょう めい しょ ゆう こう き げん

 現  在 の 在  留  資  格 
げん ざい ざい りゅう し かく

 新 たな 証  明  書 の 名  称 
あら しょう めい しょ めい しょう

 日  野  市  役  所 
ひ の し やく しょ

（ 市  民  窓  口  課 ）
し みん まど ぐち か

「 次  回  確  認 
じ かい かく にん

（ 更  新 ）
こう しん

 申  請  期  間 」に 表  示 の 誕  生  日 
しん せい き かん ひょう じ たん じょう び

まで
※１６ 歳  未  満 の 方 は１６ 歳 の 誕  生  日 まで

さい み まん ほう さい たん じょう び
 特  別  永  住  者 の 方 
とく べつ えい じゅう しゃ かた

 特  別  永  住  者  証  明  書 
とく べつ えい じゅう しゃ しょう めい しょ

 入  国  管  理  局 
にゅう こく かん り きょく

 外  国  人  在  留  総  合 
がい こく じん ざい りゅう そう ごう

インフォメーシ
ョンセンター（緯
０５７０－０１３９０４※
IP 電  話 、PHS、 海 

でん わ かい

 外 からは緯０３－
がい

５７９６－７１１２）

 平  成 ２７ 年 ７ 月 ８ 日 まで
へい せい ねん がつ か

※１６ 歳  未  満 の 方 は 法  施  行  日 から３ 年 と１６ 歳 
さい み まん かた ほう し こう び ねん さい

の 誕  生  日 のいずれか 早 い 日 
たん じょう び はや ひ

 永  住  者 の 方 
えい じゅう しゃ かた

 在  留 カード
ざい りゅう

 在  留  期  間 の 満  了 の 日 まで
ざい りゅう き かん まん りょう ひ

※１６ 歳  未  満 の 方 は 法  施  行  日 から３ 年 と１６ 歳 
さい み まん かた ほう し こう び ねん さい

の 誕  生  日 のいずれか 早 い 日 
たん じょう び はや ひ

 永  住  者  以  外 の 方 
えい じゅう しゃ い がい かた

 平  成 ２４ 年 ７ 月 ９ 日 の 法  施  行 と 同  時 に 失  効 
へい せい ねん がつ か ほう し こう どう じ しっ こう 短  期  滞  在 の 方 

たん き たい ざい かた

 新 たな 証  明  書 なし
あら しょう めい しょ

（ 旅  券 の 携  帯  義  務 ）
りょ けん けい たい ぎ む

 在  留  資  格 なしの 方 
ざい りゅう し かく かた

※「 特  別  永  住  者  証  明  書 」または「 在  留 カード」の 交  付  対  象 とならない 方 は 法  施  行  後 、 住  所 に 関 する 証  明  書 や
とく べつ えい じゅう しゃ しょう めい しょ ざい りゅう こう ふ たい しょう かた ほう し こう ご じゅう しょ かん しょう めい しょ

 印  鑑  登  録 が 抹  消 されます。 在  留  資  格 が 変 わったり、 在  留  期  間 を 更  新 している 場  合 は、 至  急  市  役  所 に 届 け 出 
いん かん とう ろく まっ しょう ざい りゅう し かく か ざい りゅう き かん こう しん ば あい し きゅう し やく しょ とど で

をしてください。

７ 月 ９ 日 から 日  本 に 住 む 外  国  人 の 方 に
がつ か に ほん す がい こく じん かた

 関 する 登  録  制  度 が 変 わります
かん とう ろく せい ど か

% %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%


